
4.3.2 G 断層の連続性及び活動性  

D-1 トレンチ北側ピットの G 断層は，花崗斑岩質カタクレーサイトと黄褐色，灰白色，

淡赤褐色，暗褐色の縞状構造を呈する断層ガウジからなり，N－S 方向で高角度西傾斜であ

る。断層ガウジは，面構造が発達し，比較的明瞭である。断層ガウジ内の構成粒子はよく

円磨されている。最新活動面について複数の条線方向を統計的に確認した結果，縦ずれ成

分が卓越する。条線の面構造から推定される変位センスは，正断層成分が卓越している。

D-1 トレンチ北側ピット南方で採取したブロック試料の薄片試料観察によれば，最新活動面

の断層ガウジの変位センスは，正断層・右横ずれセンスが推定される。これらの G 断層の

特徴は，D-1 破砕帯の特徴と類似しており，G 断層は D-1 破砕帯と一連の構造であると判

断された。

G 断層は D-1 トレンチ北側ピットでは，①層に変位・変形を与えていない。D-1 トレン

チ北側ピット南方延長の D-1 トレンチ 1－1 ピットでは，②層には変位・変形は認められな

い。【資料 4.3.2－1~9】

また，ボーリング調査結果によれば，G 断層はさらに南方延長の原電道路ピット下を通

過しており，同ピットの東向き法面部に見られる②層及び③層に変位・変形は認められな

い。【資料 4.3.2－10】

以上のことから，D-1 破砕帯（G 断層含む）は，少なくとも MIS6 以前の①層に変位・変

形を与えていない。
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Ｄ-1トレンチ北側ピット（G断層） スケッチ

4.3.2－1

北側ピット

G断層は，花崗斑岩質カタクレーサイトと黄褐色，灰白色，淡赤褐色，暗褐色の縞状構造を呈する断層ガウジからな
り，N-S方向で高角度西傾斜である。

G断層はD-1トレンチ北側ピットでは，①層に変位・変形を与えていない。

f:せん段面

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正

1
3
0



Ｄ-1トレンチ北側ピット（G断層） 写真

北側ピット

4.3.2－2

H25.3.15中間報告書（その２）を一部修正

1
3
1



Ｄ-1トレンチ北側ピット（G断層） 条線の統計的整理

・G断層の最新活動面における条線について，S20°～30°Wを示す縦ずれ成分が卓越。
・高～中角度を示すプランジが多い。

4.3.2－3

H25.4.24以降得られたデータ

1
3
2



Ｄ-1トレンチ北側ピット（G断層） ブロックサンプル及びCT画像解析

Ｄ-1トレンチ北側ピットでG断層のブロックサンプルを観察した結果，他の変形構造を切る連続性の良い断層面が2条観察された。

鉛直断面

水平スライス断面 鉛直断面

Ａ面 B面

Ａ面
B面

5 cm 

他の変形構造を切る連続性の良い断
層面が2条観察された。

Ａ面
B面

ブロックサンプル位置

4.3.2－4

A面B面

西

上

5cm0

5 cm 5 cm 

H25.4.24評価会合資料を一部修正

1
3
3



西側から東方を見る。西傾斜の断層面（A面）の下盤側表面の形態。高角度
の条線が認められる。

Ｄ-1トレンチ 北側ピット（G断層） ブロックサンプル（A面及びB面上の条線）

西側から東方を見る。西傾斜の断層面（A面）の下盤側表面の形態。
高角度の条線,微小な窪みが認められる。

東側から西方を見る。西傾斜の断層面（B面）の上盤側表面の
形態。高角度の条線,微小な窪みが認められる。

A面上の条線観察 B面上の条線観察 4.3.2－5

1mm

N

0

1 mm

N

0 1ｍｍ

N

0

A面B面

西
上

5cm0

H25.4.24評価会合資料を一部修正

1
3
4



面状カタク
レーサイト

断層ガウジ
カタクレーサイト

EW

上盤側（西側）から，面状カタクレーサイト，断層ガウジ，カタクレーサイトからなる。
断層ガウジは全体を直線的に切っており，その中でも下盤側が上下方向に連続している

WW

最新活動面は，研磨片において，全体を切っていて最も軟質な面の中で最も直線
的な面としている。

Ｄ-1トレンチ北側ピット（G断層） 薄片試料観察

EE

採取位置

ブロックサンプル位置

4.3.2－6

最新活動面
10cm0

H25.4.24評価会合資料を一部修正
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Ｄ-1トレンチ北側ピット（G断層） 薄片試料観察（上下成分）

4.3.2－7

Z

↓

X→

H25.4.24評価会合資料を一部修正

1
3
6



Ｄ-1トレンチ北側ピット（G断層） 薄片試料観察（水平成分）

4.3.2－8

←X
Z

↓

H25.4.24評価会合資料を一部修正

1
3
7



D-1トレンチ1-1ピット底盤（G断層） スケッチ及び写真

1-1ピット

4.3.2－9
G断層は，②層には変位・変形を与えていない。

f:破砕部

H25.4.24以降得られたデータ

1
3
8



写真1
写真2

写真3

原電道路ピット東向き法面（G断層） 拡大スケッチ及び写真

原電道路ピット
東向き法面部

4.3.2－10

原電道路ピット

写真1 写真2
写真3

Ｋ断層Ｋ断層

f:破砕部

G断層延長部通過位置

・G断層の延長部において，②層及び③層上部には変位・変形は認められない。

・③層下部の砂層が傾斜する構造は、部分的に浸食された②層上限面を埋積したことによるもので断層による変形・変位構造では
ないと判断される。

H25.4.24以降得られたデータ

1
3
9


